
標準塗装⾯積容量
セットパウダー硬化剤主剤

0.3〜0.5kg/m²×1回塗りで
32〜53m²16kg8kg4kg4kgフローン

湿潤⾯⽤プライマー

床材
ハイフローン、⽔性フロアーフローンフルトップ※フローン50、55※
フローンアクアファースト(遮熱)フローン22※フローンエポローラー※
フローンHRプライマーAUコートソルエポ90
フローンベースエポフローンヌルサットエポエース
フローンエポパテフローンクイックFフローンアクアエポ

可使時間上塗り可能時間
2時間24〜48時間5℃
1時間12〜24時間23℃
30分6〜24時間30℃

⽔性エポキシ樹脂系湿潤⾯⽤下塗り材

フローン湿潤⾯⽤プライマー

F☆☆☆☆

製品仕様

特⻑
湿潤⾯に対し優れた密着性を持ち、フクレの発⽣を抑制します。

⽤途
１．湿潤コンクリート・モルタル⾯
２．ガレージなどの背⾯⽔が想定されるコンクリート・モルタル⾯

※被塗物表⾯に多量の⽔が残ったままフローン湿潤⾯⽤プライマーを塗装すると、材料が⽔を含み、硬化した際の塗膜強度が低下しますので、
表⾯の⽔分は拭き上げてから塗装してください。

※下地⽔分によるフクレが発⽣しないことを保証するものではありません。

ご使⽤⽅法
1.主剤、硬化剤を計量、混合し、電動撹拌機で撹拌してください。
2.電動撹拌機で撹拌しながらパウダーを混合、2分間充分に撹拌してくだい。
撹拌後は中⽑ローラー、コテにて塗布してください。

※主剤、硬化剤は段ボールに同梱されています。

上塗り可能製品

※厚膜・中膜型床材を施⼯する際は、ピンホール防⽌のため、フローン湿潤⾯⽤プライマーの上に
必ずフローンパウダーを混合したプライマー（プライマー：フローンパウダー＝１：０．５〜１）
を塗布してください。

上塗り可能時間・可使時間

※上塗り可能時間は湿度などの施⼯環境により多少前後
しますので、ご注意ください。

（製品詳細は各製品のカタログをご参照ください。）

フローン湿潤⾯⽤プライマーは⽔性エポキシ樹脂を主成分としたプライマーです。
専⽤パウダーとの組み合わせで湿潤⾯に強⼒に密着します。



施⼯上の注意事項
1. 旧塗膜または、異物付着等の下地処理、若齢コンクリート下地については、当社までご連絡ください。
2. 緻密なコンクリートや強化コンクリート、またアスファルトコンクリートにはフローン湿潤⾯⽤プライマーは施⼯できません。
3. 他社製品を上塗りする場合には、充分テストの上ご使⽤ください。
4. 下地は、レイタンス、砂、ゴミ、ホコリ等を完全に取り除いてください。
5. 気温5℃以下、湿度80%以上では施⼯しないでください。硬化時間、硬化後の塗膜性能は、施⼯時の温度に⼤きく左右されます。
6. フローン湿潤⾯⽤プライマーは、被塗物表⾯に多量の⽔が残ったまま塗布すると、材料が⽔を含み、硬化した際の塗膜強度が低

下しますので、表⾯の⽔分を拭き上げてから塗装してください。
7. フローン湿潤⾯⽤プライマーをご使⽤する際は、あらかじめ主剤、硬化剤をもみほぐし、⼀様な状態にしてから計量、混合を

⾏ってください。
8. フローン湿潤⾯⽤プライマーは3成分反応硬化型ですから、可使時間に制限があります。施⼯時の温度、施⼯⾯積、作業⼈員等を

考慮して、無駄の無いよう材料を配合してください。
9. 配合⽐は重量⽐で主剤：硬化剤：パウダー＝１：１：２ですので、計量には必ずハカリを使⽤してください。
10. 3成分混合後は可使時間(ポットライフ)内に使い切るようにしてください。可使時間を超えたものを使⽤すると、塗膜強度低下等

の塗膜不良を⽣じる恐れがありますので、使⽤は控えてください。
11. ご使⽤になる環境を充分に考慮して、適正な材料と施⼯⽅法を決定してください。
12. 厚塗りした場合、塗膜表⾯に割れやピンホールが発⽣する恐れがありますので、標準使⽤量は厳守してください。
13. 施⼯時は中毒等の事故防⽌のため、充分に換気し、保護メガネ、⼿袋等、保護具を着⽤してください。
14. 直接⽪膚に触れないように充分注意してください。もし触れた場合は、ウエス等で充分に拭き取り、中性洗剤で洗ってください。
15. フローン湿潤⾯⽤プライマーは、⽔を希釈剤としているため、凍結する恐れがあります。凍結したものは正常な塗膜が得られな

いことがあるため、凍結させないように保管してください。
16. 材料の保管、取扱いについては、消防法、労働安全衛⽣法、その他に基づき、充分な管理をお願いします。
17. 動植物に影響を及ぼす可能性がありますので、施⼯時および施⼯後の換気を⼗分に⾏ってください。
18. 塗料、塗料容器、塗装具を廃棄するときは、産業廃棄物として処理してください。容器、塗装具などを洗浄した廃液は、そのま

ま地⾯や排⽔溝に流すと環境に悪影響を及ぼす恐れがありますので、排⽔処理場などの施設に持ち込むか、産廃処理業者に処理
を依頼してください。

1. 取り扱いについては、容器に表⽰された注意事項を守ってください。
2. アレルギー性等の特異体質、⽪膚過敏症や呼吸器系疾患を有する⼈は、取り

扱いを避けてください。（呼吸困難や喘息を引き起こす恐れがあります。）
※詳細な内容が必要な場合には、安全データシート(SDS)をご参照ください。
※SDSは弊社HPにて閲覧、ダウンロードしていただけます。

トップページから製品情報のページにアクセスし各種SDS⼀覧をご参照ください。

《注意事項》

業務⽤

備考上塗り可能時間
(23℃)

使⽤量
(kg/m²)材料名⼯程

※施⼯上の注意事項をご参照ください。------素地調整1

主剤:硬化剤:パウダー＝1:1:2(重量⽐)
の割合で計量、混合、電動撹拌機で撹
拌後、中⽑ローラーにて塗布。

12〜24時間0.3〜0.5フローン湿潤⾯⽤プライマー2

弊社床材カタログを参照してください。フローン床材3

備考上塗り可能時間
(23℃)

使⽤量
(kg/m²)材料名⼯程

※施⼯上の注意事項をご参照ください。------素地調整1

主剤:硬化剤:パウダー＝1:1:2(重量⽐)
の割合で計量、混合、電動撹拌機で撹
拌後、中⽑ローラー、コテにて塗布。

12〜24時間0.3〜0.5フローン湿潤⾯⽤プライマー2

A液:B液=1:1(重量⽐)の割合で計量、
混合、電動撹拌機で撹拌したプライ
マーHを1に対し、フローンパウダーを
1(重量⽐)の割合で計量、混合、電動撹
拌機で撹拌後、中⽑ローラーにて塗布。

2〜24時間0.15
0.15

フローンプライマーH
フローンパウダー3

弊社床材カタログを参照してください。フローン床材4

標準施⼯仕様
1. フローン床材(薄膜タイプ)を施⼯する場合(ソルエポ90、AUコート等)

2. フローン床材(厚膜タイプ)を施⼯する場合(フローン55、フローンフルトップ等)
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